


















































































































































































































































Aさん 1914年 91歳 2005.3.30，2005.4.5 中和鎮 山東省からの移民
Bさん 1926年 78歳 2004.8.23，2005.4.2 慶陽農場 延寿県東関村出身






























































































































































































































































































































































































































































⑿ 1932 年に満洲国が建国された当時には，延寿県は吉林省に直轄するが，1934 年に浜江省に
合併された（中国県情大全総編委員会編集部 1991：629）。




























































⒁ 満洲国期における延寿人口の減少は，1934 年から 1935 年までに 137106 人から 106477 人
となり，そして 1944 年から 1945 年までに 161860 人から 154889 人となったという記録があ
る（延寿県地方志办公室編 1991：623）。
地方志办公室編 1991：623）とされている。
満洲国期における延寿県という現地社会が，日本による植民地的支配と
搾取に翻弄されていた。そして，そうした支配と被支配というマクロな構
造のなかに，本論で取り上げたような，あまり問われることのない，多様
でミクロな個別の体験も存在していたことを示した。
４．おわりに
本論では，日本の満洲に対する植民地的な統治の過程における現地社会
に暮らす現地の人々の経験を通して，彼らとそこに入植してきた日本人の
入植者との相互関係を検討してきた。
現地社会を生きる現地の人々にしてみれば，日本による植民地的支配に
規定されながら生きていかなければならなかった。本論の事例を見てわか
るように，Aさんが佳木斯（ジャムス）から中和開拓団で働くようになっ
たのは，厳しい労役に割り当てられるのを恐れていたからである。開拓団
で働けば，労役を逃れられるほか，収入や衣食住も保証されるということ
が，開拓団で働く決め手となった。これに対して，ここでは支配者側に立
つ日本人の入植者はどのように語っているかを見てみたい。筆者による中
和開拓団元団員へのインタビューのなかで，彼らが「喜んでくる」，「彼ら
は仕事がないんだから」，「日本人のほうが，食べ物をたっぷり食べられる。
金をちゃんともらえるから」という語りを得ている
(15)
。比較してみれば，
両者の思いが必ずしも一致していないことがわかる。日本人の入植者が
語ったような「彼らには仕事がない」，「喜んでくる」などという理由は，
Aさんが開拓団で働く動機の一側面に過ぎなかった。
また，Bさんは中和開拓団の用水路の建設に労工として駆りだされてい
た。過酷な労働現場から生き残った彼は，いつ再度労役に割り当てられる
「満洲開拓」をめぐる現地社会の人々の記憶と語り
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⒂ 詳しくは，拙著（2010）『「満洲移民」の歴史と生活体験』102頁を参照されたい。
のかという不安な暮らしを解消するために，父親の知り合いだった偽満官
僚の紹介を通して，支配側の「協力者」として区公署で働くようになった。
このような Aさんや Bさんの事例から，彼らは日本による現地社会への
植民地的支配という重圧のなかで，より「安定的な生活」を求めるために，
限られた生の選択を利用し，何とか生きようとしたことが読み取れる。
一方，日本人移民者と個々の付き合いにおいて，直接かかわったのは，
Aさんの事例と Cさんの事例である。「部落のどこにいっても日本人が話
をかけてくれる」，「どの日本人の家に行っても農具などを貸してもらえ
る」，「日本人が食べ物や着るものを援助してくれた」，「日本人は優しかっ
た」という二人の語りから見てわかるように，日本人と個々のレベルの付
き合いには対立の関係がなく，相互が非常に良い関係を築いていた側面が
伺える。また，こうした個々の付き合いは敗戦後も続いていたことが，A
さんの事例から確認できる。さらに，こういった現地の人々は日本人との
関係を語る際にほとんど植民地という支配と被支配の社会構造を抜きにし
て，個々の接触体験に即して語っていることがわかる。彼らの視点に即し
てみた場合は，個々の付き合いの裏には，マクロな植民地の社会構造によ
る抑圧も同時に存在していたことが明らかとなった。
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